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有化された同一の目的，③行為と活動は,「プロセス概念」と「関係性概念」という二つの

側面がある，と指摘している23)。上記の各論者の示した構成要素を整理しておく（表２)。

各論者の定義から，７項目の主たる構成要素を整理することができる。その中で，抽象度

が同等なものについて，構成要素の重なりと漏れを精査し，再定義を試みた。そして，筆者

らは，①同一目的の一致，②複数の主体と役割，③役割と責任の相互確認，④情報の共有，

⑤連続的な相互関係過程，の５要素によって「連携」は構成されると整理した（図２)。

そして,「連携」とは,「共有化された目的をもつ複数の人及び機関（非専門職を含む）が，

単独では解決できない課題に対して，主体的に協力関係を構築して，目的達成に向けて取り

組む相互関係の過程である」と定義することにした。

５.「連携」の展開過程

協働の過程について Germain は，①役割の区別，②過大評価と失望，③現実的な評価，

④適応，⑤役割の統合，といった５つの発展段階を示している24)（図３)。ここで整理され

たものは自然発生的な過程ではなく，意図的に構成された協働体制の中での役割統合過程に

限定したものと考えられる。このことから，Germain のいう協働概念は，協力者が自然発生

的に集まり課題を達成する過程をも含む「連携」という広義の概念の範疇に包括されるもの

であると整理することができる。ただし，筆者らはこの Germain による協働過程が「連携」

過程の核となると認識し，試案の基盤としている。

山中は，Germain，前田の定義を援用して,「連携」形成の展開過程について，①打ち合

わせ，②専門的助言，③協力，④チームワーク，の４段階に示している（図４)。ここでは，

保健医療福祉領域における「連携」の基本的概念整理 117

23) 山中，前掲論文，pp. 2!5．山中は，問題解決やコミュニケーション，計画，行動の交換などを含
む「プロセス概念」という側面により強く着目しているのが欧米の論者らで，協力体制や協力関係と
いった「関係性概念」という側面により強く着目しているのが日本の論者であると指摘している．
24) Germain, 前掲書，pp. 200!204．
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図２ ｢連携｣ の構成要素

註）筆者ら作成．
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2008年～ 社会福祉法人北摂杉の子会（大阪府高槻市）にて、高槻地域生活支援センターぷ

れいす Beの開設準備室長、施設長。 
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